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本稿では，「情報Ⅰ」と「技術科」D 情報の技術分野の系統性を考えた上で，対象教科の学習内容を

取り上げて，知的財産について教科書の内容を調査することで現状を把握したり，その特徴などを考

えた．結果として，教科ごとの学習内容を認識するだけでなく，著作権に関する取り扱いについて，

教科書ごとに学習範囲や程度に特徴があり，縦の連携を図るにはこれらについて適切な理解をしてお

く必要があると考えられた． 

 

１．はじめに 

高等学校学習指導要領(1)が改訂され，同学習指

導要領の解説では，以前と比較して知的財産に関

する記述が大幅に増加している(2)．これは，高等

学校における知的財産に関する教育の充実の契機

といえる．また，共通教科情報科では新たに「情

報Ⅰ」が必修科目となり，それまでの選択必修科

目であった「社会と情報」と「情報の科学」の学

習内容が統合された.中学校でも学習指導要領(3)

および学習指導要領技術・家庭科解説(4)が改訂さ

れ，知的財産に関する記載が増えた．さらに，高

等学校学習指導要領解説情報編(5)には，中学校「技

術・家庭科技術分野(以下，技術科)」(D)情報の技

術との系統性の重視や縦の連携について記載があ

り，中学生がどのようなことを学んできたのかを

的確に把握する必要があるとされる． 

対象教科の学習内容に関する先行文献では，近

年，「情報Ⅰ」のプログラミング分野について教科

書を比較(6)したり，「技術科」教科書を考察したも

の(7)はあるが，改訂された学習指導要領(1)(3)に沿

って系統性などに観点をおいたものは見当たらな

い．そこで，本稿では，「情報Ⅰ」と「技術科」D

情報の技術分野について，縦の連携などを図るた

めにも教材の主軸となる教科書を取り上げて，知

的財産に関する学習内容を調査して，その範囲や

程度などを考察する．  

 

２．方法 

「情報Ⅰ」が 6 社 13 種，「技術科」が 3 社 3 種

の発行された教科書を取り上げて，巻末資料など

は除き，本文中で取り扱われた産業財産権と著作

権に関して内容を抽出した．記載の有無で「○」，

「×」と表記し，直接的な語句の記載はないが，

その内容が説明されたものがあれば，「△」と表記

して，調査結果を表に示した．なお，取り上げる

教科書については，その優劣を比較するものでは

ないことはご了承いただきたい． 

 

３．結果および考察 

対象教科における 7社 16種の教科書の内容につ

いて，産業財産権 7 項目，著作権 13 項目を設けて

調査した結果を表 1 に示した．項目数の差異はあ

るものの，共通すると産業財産権に比べて，著作

権の学習範囲に関して差が大きいと考えられる．

特に「技術科」(D)情報の技術分野の内容には，教

科書ごとによる差が想定できるため，「情報Ⅰ」授

業の実施前には，対象生徒の使用教科書を把握し

ておくことも必要であろう．また，「情報Ⅰ」では，

おもに著作物利用の考え方に関する「クリエイテ

ィブコモンズ」，「パブリックドメイン」，「オープ

ンソース」において差が見られる．教科書会社ご

とに複数発行し，幅広い生徒などへの工夫がなさ

れていることは理解しているものの，著作権には

法知識や違反，保護という見方以外にも積極的な

利用という考え方も近年注目されるため，発展的

な学習範囲として検討することも必要だといえる． 

一方，表 1 には表しきれない事例として，著作

権(財産権)の記載について複製権などの内容を詳

細に解説しているものもあれば，単に用語の記載

のみというケースも見られた．縦の連携を図るに

は，学習内容設定の際に同様の事例があることを

考慮し，現状理解に努めておく必要が考えられる． 

 

４．おわりに 

本稿では，「情報Ⅰ」および「技術科」の教科書

を取り上げて知的財産に関する内容について調査

することができた．産業財産権や著作権について，

特徴があることがわかったものの，目的とした縦

の連携を図るためには，さらに詳しい学習内容の

範囲や程度，順序などを調査することが今後の課
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題と考えられる． 
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表 1 「情報Ⅰ」および「技術科」の教科書における知的財産に関する分野の比較
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東

書 

情Ⅰ 

701 
新編情報Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 

情Ⅰ 

702 

情報Ⅰ 

Step Forward! 
○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ ○ ○ × ○ ○ △ ○ ○ × ○ × × 

実

教 

情Ⅰ 

703 

高校情報Ⅰ 

Python 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

情Ⅰ 

704 

高校情報Ⅰ 

JavaScript 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

情Ⅰ 

705 
最新情報Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ × 

情Ⅰ 

706 
図説情報Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △ ○ × × × × × 

開

隆

堂 

情Ⅰ 

707 
実践 情報Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × 

数

研 

情Ⅰ 

708 

高等学校 

情報Ⅰ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 

情Ⅰ 

709 
情報Ⅰ Next ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 

日

文 

情Ⅰ 

710 
情報Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × × × 

情Ⅰ 

711 

情報Ⅰ図解と実

習－図解編 
○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ ○ ○ ○ × △ △ ○ × × × × × 

情Ⅰ 

712 

情報Ⅰ図解と実

習－実習編 
× × × × × × × × × × × × △ × × × × × × × 

第

一 

情Ⅰ 

713 

高等学校 

情報Ⅰ 
○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ × × ○ × ○ 

東

書 

技術 

701 

新しい技術・家

庭 技術分野 

未来を創る 

Technology 

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × △ × × × × ○ ○ × 

教

図 

技術 

702 

New 技術・家庭 

技術分野 

明日を創造する 

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × × × × × × × 

開

隆

堂 

技術 

704 

技術・家庭 技術

分野  

テクノロジーに

希望をのせて 

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ 
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